
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
父
か
え
り

飼
犬
ほ
え
て

妻
ほ
え
て
）
（
必
要
な

時
も
あ
っ
た
と

粗
大
ご
み) 

（
割
勘
は

う
ま
い
も
の
か
ら

箸
を
つ
け
）
（
ご
指
導
は

決
裁
前
に

し
て
ほ
し
い
）

今
年
の
メ
ー
デ
ー
県
統

一
テ
ー
マ
は｢

底
上
げ
・

底
支
え｣

だ
。
石
田
Ｓ
Ｊ

ネ
ッ
ト
委
員
長
と
大
久
保

同
事
務
局
次
長
が
司
会
を

努
め
、
倉
品
同
副
委
員
長

の
メ
ー
デ
ー
起
源
朗
読
で

式
典
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

矢
島
実
行
委
員
長
は
、

最
初
に
メ
ー
デ
ー
の
テ
ー

マ
に
触
れ
「
昨
年
に
続
い

て
暮
ら
し
の
底
上
げ
・
底

(1)第929号（1991年3月22日第三種郵便物認可）   れんごう中越地協  毎月3回(1日･11日･21日発行)2017年5月11日

第

88
回
メ
ー
デ
ー
長

岡
地
区
大
会
に
は
、
前
日

の
陽
気
と
は
う
っ
て
か

わ
っ
て
小
雨
が
降
る
な

か
、
明
治
公
園
、
防
災
公

園
、
神
明
児
童
公
園
の
３

箇
所
か
ら｢

労
働
者
の
祭

典｣

や
長
時
間
労
働
の
是

正
、
働
く
環
境
改
善
等
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
組
合
員
と

家
族
１
３
０
０
名
超
が
ア

オ
ー
レ
長
岡
に
集
っ
た
。
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い
、
お
米
や
缶
詰
、
お
菓

子
な
ど
を
受
け
取
っ
た
。

総
出
展
数
は
28
本

・
Ｊ
Ｐ
労
組
中
越
支
部

・
東
北
電
力
労
働
組
合

・
ヤ
マ
ト
運
輸
労
働
組
合

・
越
後
交
通
労
働
組
合

・
原
信
労
働
組
合

・
新
潟
県
教
職
員
組
合

・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
労
協
日
赤
労
組

・
コ
ロ
ナ
労
働
組
合

・
県
職
労
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

・
長
岡
市
職
労
保
育
園
部
会

１
等
は
全
県
が
対
象
。

当
選
者
氏
名
等
の
必
要
事

項
を
中
越
地
協
へ
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
２
等
・
３

等
・
４
等
は
、
当
選
産
別

へ
賞
品
を
配
達
し
ま
す
。

●
１
等
労
福
協
友
好
の
旅

(

全
県
対
象)

｢

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
旅｣

下
４
ケ
タ
１
５
３
３

下
４
ケ
タ
３
７
４
８

●
２･

３･

４
等
長
岡
地
区
限
定

★
２
等｢

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ペ
ア
チ

ケ
ッ
ト｣

下
４
ケ
タ
２
９
８
９

◆
３
等｢

カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
」

下
４
ケ
タ
０
４
３
３
・
２
２
５

１
・
２
９
２
２
◆
３
等｢

ジ
ェ

フ
グ
ル
メ
カ
ー
ド｣

下
４
ケ
タ

１
２
０
６
・
３
３
０
５
・
３
６

８
２
・
４
０
５
３
▲
４
等｢

Ｊ

Ｃ
Ｂ
カ
ー
ド｣

下
４
ケ
タ
２
４

７
３
・
２
６
８
５
・
３
１
２
２

分
は
タ
チ
が
悪
い
。
ト
ラ

ン
プ
と
の
共
通
点
は
多
い

が
大
き
な
違
い
が
あ
る
と

述
べ
、
幼
児
的
凶
暴
性
を

共
通
点
と
説
く
。
違
い

は
、
共
に
１
月

20

日
の

施
政
方
針
演
説(

世
界
の

真
ん
中
で
輝
く)

と
大
統

領
就
任
演
説(

ア
メ
リ
カ

フ
ァ
ー
ス
ト)

を
例
に
挙

げ
、
戦
前
に
戻
り
た
い
親

分
の
野
望
を
指
摘
し
た
。

２
つ
は
、
シ
ム
ズ
理
論

を
挙
げ
、
施
政
方
針
演
説

で
財
政
健
全
化
に
触
れ
な

か
っ
た
事
や｢

政
府
と
日

銀
は
親
会
社
と
子
会
社
み

た
い
な
も
の｣

と
語
っ
た

親
分
を
一
蹴
し
た
。

鋭
い
分
析
で
非
常
に
有

意
義
な
講
演
で
あ
っ
た
。

い
な
い
と
感
じ
た
り
、
自

己
肯
定
感
が
低
い
事
等
が

紹
介
さ
れ
、
大
事
な
存
在

だ
と
い
う
事
、
支
え
て
く

れ
る
人
が
い
る
こ
と
を
話

す
意
味
で
も
あ
り
が
た
い

と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が

た
が
、
デ
モ
集
合
場
所
と

ア
リ
ー
ナ
入
口
で｢

フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ｣

を
行
な

参
考
と
な
る
も
の｣

と
述

べ
る
と
と
も
に
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境
整
備
等
、

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に

あ
た
っ
て
の
考
え
な
ど
が

述
べ
ら
れ
た
。

は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
親

第

88

回

メ
ー
デ
ー
記

念
事
業
と
し

て
、
双
葉
寮

(

長
岡
市
児

童

養

護

施

設)

に
卓
球

台
や
収
納
家

具
等
が
、
林

寮
長
に
贈
ら
れ
た
。

林
寮
長
か
ら
は
、
現
在

３
歳
か
ら

18
歳
迄
の
子

供
た
ち
が

20
名
生
活
し

て
い
る
こ
と
や
施
設
に
来

る
に
至
る
状
況
が
話
さ
れ

た
。
ま
た
、
多
く
の
子
供

た
ち
が
、
大
事
に
さ
れ
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ

た
。続

い
て
来
賓
を
代
表

し
、
磯
田
長
岡
市
長
は

｢

メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、
市
政
を
考
え
る
時
に

記
念
講
演

は
、
浜

矩

子

氏(

同
志
社
大

学
大
学
院
ビ

ジ
ネ
ス
研
究

科
長)

を
迎
え

「
妖
怪
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の

正
体
～
実
は

ト
ラ
ン
プ
よ

り
は
る
か
に

怖
い
～｣

と
題
し
た
講
演

が
開
会
し
た
。

最
初
に
資
本
論
第

10

章
６
節
で
当
時
の
働
き
方

に
対
し
て
使
用
者
と
凌
ぎ

合
っ
た
歴
史
に
つ
い
て
触

れ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
状

況
は｢

変
わ
る
・
変
え
ら

れ
る｣

と
し
て
、｢

ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス｣

は
得
体
の
し
れ

な
い
危
険
な
言
葉
、
メ

デ
ィ
ア
は
13
年
春｢

ア
ホ

ノ
ミ
ク
ス｣

を
フ
レ
ー
ズ

は
良
い
が
書
く
わ
け
に
い

か
な
い
と
し
た
が
、
今
で

は
タ
イ
ト
ル
に
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
状
況
は
変
わ
っ

た
。
世
の
中
の
空
気
・
目

が
厳
し
く
懐
疑
的
に
な
っ

て
い
る
。
状
況
は
変
え
ら

れ
る
。
そ
の
上
で
、
２
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
述
べ
ら
れ

た
。１

つ
は｢

最
も
警
戒
す

べ
き
人｣

。
２
つ
は｢

最
も

拒
絶
す
べ
き
事
」
。
前
者

支
え
だ｣

と
述
べ
た
。
続

い
て｢

17
春
闘
関
係｣

｢

長

時
間
労
働｣｢

ブ
ラ
ッ
ク
企

業｣
｢

給
付
型
奨
学
金
創
設

の
取
り
組
み｣

等
に
つ
い

て

状

況

を

説

明

し
、

｢
我
々
は
と
し
て
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
掲
げ
る

使
命
が
あ
る｣

と
決
意
を

述
べ
た
。
他
に
政
治
関
係

も
触
れ
た
の
ち
、｢

メ
ー

デ
ー
を
契
機
に
連
合
運
動

に
結
集
し
て
ほ
し
い｣

と

訴
え
た
。

次
に
、
今
年
は
新
潟
県

中
央
メ
ー
デ
ー
も
５
月
１

日
開
催
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
齋
藤
連
合
新
潟
会
長
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第
88
回
メ
ー
デ
ー
地
区
大
会
が
、
長
岡
地
区
大
会
を
は
じ
め
中
越
地
協
各
５

支
部(

裏
面
参
照)

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
５
月
１
日(

月)

に
は
、
シ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
プ
ラ
ザ
・
ア
オ
ー
レ
長
岡
で
第
88
回
メ
ー
デ
ー
長
岡
地
区
大
会
が
行
わ

れ
、
１
３
０
０
名
を
超
え
る
組
合
員
や
そ
の
家
族
が
集
い
記
念
式
典
と
記
念
講

演
、
地
域
貢
献
事
業
等
が
行
わ
れ
た
。

アオーレ長岡のほか、連合中越地協各支部も５会場で

第
88
回
メ
ー
デ
ー
記
念
事
業

長
岡
市
双
葉
寮
に
卓
球
台
等
を
寄
贈
す
る

第
88
回
メ
ー
デ
ー
長
岡
地
区
大
会

浜
矩
子
氏
・
妖
怪
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
正
体
語
る

花
い
っ
ぱ
い
抽
選
結
果

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
実
施

募
金
総
額
１
８
，６
０
７
円

募
金
の
寄
贈
先

｢

あ
し
な
が
育
英
・
東
日
本

大
震
災
・
津
波
遺
児
支
援
」

プ
ラ
カ
ー
ド
入
選
10
点
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
薄
い
の
は

頭
以
上
に

存
在
感
）
（
最
悪
だ

い
つ
も
言
っ
て
は

普
通
だ
よ
）
（
過
去
形
で

ほ
め
る
し
か
な
い

古
女
房)
（
子
猫
来
て

パ
パ
の
優
先
順
位

ま
た
下
が
る)
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   第88回メーデー
   各地区大会

   特 集

4月30日（日）小千谷市総合産業会館サン

プラザにて小千谷地区の第88回メーデーが開

催されました。

当日は、約３００名の加盟各労組とご家族の皆さまからご参

加を頂きました。最初に橋本実行委員長より主催者代表の挨拶

があり、続いて来賓の大塚小千谷市長、

長谷川市議、駒井市議、労働金庫小千谷

支店 細木支店長様、総合生協 中越支

局 山田支局長様、５名の方々から祝辞

のご挨拶を頂きました

その次にスローガン提案、プラカード審

査発表が行なわれ、そして、小千谷支部

恒例のお楽しみ抽選会が開催され多数の方に豪華景品が当たり

ました。最後は橋本支部長の掛け声のも

と「団結がんばろう！」で締めくくり閉

会となり、その後、小千谷市内をデモ行

進しサンプラザに戻り、散会となりまし

た。また、当日はフードバンクにいがた

への協賛と、昨年末に発生した糸魚川大

火への募金活動も行い、多くの方からご

協力を頂きました。

   ５月１日（月）第８８回北魚沼地区メー

デーを開催しました。

９時３０分より式典を行い、山本実行委員長の挨拶、来賓の

方々より激励の挨拶をいただきました。最後に山本実行委員長

の「団結ガンバロー」で式典を締めくくり

ました。

当日は朝からの雨のため予定していたデ

モ行進は残念ながら中止とし、各単組の紹

介及びプラカード・

仮装コンクールを行

いました。特別賞（福祉施設、４施設の

景品）の抽選、抽選会、プラカード・仮

装コンクール表彰式を開催し、多いに盛

り上がり無事に終える事ができました。

なお、糸魚川大

火復興支援カンパも行い4,984円のカン

パが集まりました。ご協力ありがとう

ございました。

    

北魚沼支部

小千谷支部

４月３０日（日）、汗ばむような陽気の

中、約４００名が参加して十日町地区メー

デーを開催しました。デモ行進では、各単組で作成したプラ

カードを掲げ、シュプレヒコールを叫びながら約１㎞を行進し

ました。今回はプラカード展の出展

数が１７点もあ

り、式典も多い

に盛り上がりま

した。 

十日町支部

４月２９日（土）南魚沼市民会館にて、南

魚沼地区メーデーを開催いたしました。

街宣車の先導のもと、参加者約３００人でデモ行進を行いまし

た。風にたなびく各単組旗を先頭に、シュプレヒコールあげな

がら、アピールすることができました。行進後は大抽選会で盛

り上がり、団結ガンバローで締めくくり

ました。

ま た、今

年は糸魚

川大火支

援カンパ

や恒例と

なったフードドライブにも取り組

みました。 

南魚沼支部

4月28日(金)見附市文化ホールアルカディ
アで第88回見附中之島地区メーデーが開催

され、久住市長、菊田衆議院議員をはじめ、来賓の方々から激
励の挨拶をいただきました。第１部最後には、高戸実行委員長
のシュプレヒコールに合わせ、加盟各労組約100名の出席者とと
もにクラシノソコアゲ実現を訴えました。

第2部では、フードバンクにいがた長岡センターの山崎一雄さ
んから、｢フードバンクにいがたの活動と生活困窮者支援の実

情｣について講演をいただきました。参加者に
は、活動への参加と引き続きの支援を呼びか

けました。
また、会場では昨年暮

れの糸魚川大火への復興
支援カンパとして、募金
とチャリティー抽選会を行い35,000円の寄

付がよせられました。ご協力頂きありがと
うございました。

見附地区支部


